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(57)【要約】
【課題】室内機の配管作業時の作業効率を向上させる。
【解決手段】室内機１は、熱交換器３と、熱交換器３及
び冷媒配管４を保持する背面ケース１０と、背面ケース
１０に取り付けられ、熱交換器３と冷媒配管４とを収容
する枠体５とを有する。この背面ケース１０は、上部背
面ケース１１と、上部背面ケース１１に着脱可能に取り
付けられた下部背面ケース１２とを備える。下部背面ケ
ース１２は、背面ケース１０の下面１０Ｕと、下面１０
Ｕの端部から上部背面ケース１１側へ延び、背面ケース
１０の側壁１０Ｓの一部を構成する下部側壁１０Ｓｂと
を有する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱交換器と、前記熱交換器に接続された冷媒配管とを備え、室内の壁面に設置される空
気調和機の室内機であって、
　室内の壁面に取り付けられ、室内の壁面側の下部に前記冷媒配管を収納する配管収納部
が形成された背面ケースを有し、
　前記背面ケースは、室内の壁面に取り付けられる上部背面ケースと、前記上部背面ケー
スの下部に着脱可能に取り付けられた下部背面ケースとを備え、
　前記下部背面ケースは、前記背面ケースの下面と、前記下面の端部から前記上部背面ケ
ース側へ延び、前記背面ケースの側壁の一部を構成する下部側壁とを有することを特徴と
する空気調和機の室内機。
【請求項２】
　前記背面ケースに回転可能に保持され、前記熱交換器に送風する送風ファンをさらに備
え、
　前記背面ケースは、前記送風ファンに対向する位置に風路を形成するための風路壁を有
し、
　前記風路壁は、前記上部背面ケース側に設けられた上部風路壁と、前記上部風路壁の下
端に接続され、前記下部背面ケース側の前記下面上に設けられた下部風路壁とを備え、
　前記配管収納部は、前記下部風路壁における室内の壁面側に形成されていることを特徴
とする請求項１に記載の空気調和機の室内機。
【請求項３】
　前記下部風路壁の上端には、前記上部風路壁の下端に密着するフランジ部が形成されて
いる請求項２に記載の空気調和機の室内機。
【請求項４】
　前記下部背面ケースとは、前記背面ケースの側壁の内側において前記上部背面ケースに
着脱可能に係止されたものであることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の
空気調和機の室内機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、壁面に据え付けられる壁掛け型の空気調和機の室内機に関するものであり、
詳しくは、室内機の背面ケースの構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　室内等の壁面に据え付ける壁掛け型の空気調和機では、通常、本体内部の冷媒配管は壁
面側に形成された背面ケースの配管収納部に収納されている。そして、据付時には、配管
収納部内の冷媒配管が延長配管に接続され、適宜の位置で壁面を貫通させて室外側に取り
出すことにより、屋外に設置した室外機に接続される。ここで、室内機から冷媒配管を外
方へ導くために、壁掛板の側壁にノックアウトホールを設け、ノックアウトホールから冷
媒配管を導出する室内機が提案されている（たとえば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実公昭６２－２４１９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１において、配管収納部は壁面側において開放されており、冷媒配管と延長配
管との接続を行う際には、壁面側から作業を行う必要がある。したがって、作業者は、室
内機全体を壁に予め取り付けた後に壁面側を浮かせるように持ち上げ、壁面側の配管収納
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部を解放しなければならず作業性が悪い。
【０００５】
　本発明は、上記のような課題を解決するためになされたもので、冷媒配管の接続作業を
行う際の作業性を向上させることができる空気調和機の室内機を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の空気調和機の室内機は、熱交換器と、熱交換器に接続された冷媒配管とを備え
、室内の壁面に設置される空気調和機の室内機であって、室内の壁面に取り付けられ、室
内の壁面側の下部に冷媒配管を収納する配管収納部が形成された背面ケースを有し、背面
ケースは、室内の壁面に取り付けられる上部背面ケースと、上部背面ケースの下部に着脱
可能に取り付けられた下部背面ケースとを備え、下部背面ケースは、背面ケースの下面と
、下面の端部から上部背面ケース側へ延び、背面ケースの側壁の一部を構成する下部側壁
とを有するものである。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の空気調和機の室内機によれば、背面ケースの下面と両面が開放されるため、壁
面に据付後に下側の背面ケースを取り外して冷媒配管を室内機の下方に引き出すことがで
きるため、室内機を上側に持ち上げる必要がなくなり、冷媒配管の接続作業を効率的に行
うことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の空気調和機の室内機の好ましい実施形態を示す斜視図である。
【図２】本発明の空気調和機の室内機の好ましい実施形態を示す分解斜視図である。
【図３】本発明の空気調和機の室内機の好ましい実施形態を示す断面図である。
【図４】図１の室内機における下部背面ケースを取り外した状態を示す斜視図である。
【図５】図１の室内機における背面ケースの一例を示す斜視図である。
【図６】図１の室内機において下部背面ケースが取り外された状態を示す断面図である。
【図７】図４の室内機において冷媒配管を露出させた様子を示す平面図である。
【図８】図５の背面ケースの側壁における上部背面ケースと下部背面ケースとの取付部位
を示す図である。
【図９】図１の室内機の設置時の作業の様子を示す斜視図である。
【図１０】図１の室内機の設置時の作業の様子を示す斜視図である。
【図１１】従来の室内機における配管作業の様子を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
実施形態１．
　以下、図面を参照しながら本発明の空気調和機の室内機の好ましい実施形態について説
明する。図１は本発明の空気調和機の室内機の実施形態を示す斜視図、図２は本発明の空
気調和機の室内機の実施形態を示す分解斜視図、図３は本発明の空気調和機の室内機の実
施形態を示す断面図をそれぞれ示しており、図１から図３を参照して空気調和機の室内機
１について説明する。図１から図３の室内機１は、例えば室内の壁に設置される壁掛け型
の室内機であって、背面ケース１０、送風ファン２、熱交換器３、冷媒配管４、枠体５、
前面パネル６、電気品箱７を有している。
【００１０】
　背面ケース１０は、室内の壁等に設置されるものであって、例えば樹脂等の材料からな
っている。この背面ケース１０には送風ファン２、熱交換器３及び電気品箱７が装着され
る。また、背面ケース１０は、送風ファン２に対向する位置に、吸引した空気を流通させ
るための風路を形成する風路壁１３を有しており、風路壁１３は例えば円弧形状に傾斜し
た形状を有している。
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【００１１】
　送風ファン２は、例えばクロスフローファンまたは貫流ファン等からなり、上部から室
内空気を吸い込み、吹出口５ｙから空調空気を吹き出すためのものである。送風ファン２
は、たとえば樹脂などの熱可塑性樹脂で構成される羽根車と、羽根車を回転させるための
モータと、モータの回転を羽根車に伝達させる回転軸とを有している（図示せず）。送風
ファン２は両端側において、背面ケース１０に回転可能に支持されている。
【００１２】
　熱交換器３は、冷房運転時には蒸発器として機能して空気を冷却し、暖房運転時には凝
縮器として機能して空気を加温するものである。熱交換器３は、背面ケース１０の上部背
面側の吸込口５ｘから背面ケース１０の下部前面側の吹出口５ｙまでの風路のうち、送風
ファン２の上流側に設けられている。熱交換器３は、伝熱管及び伝熱管が挿入された複数
の伝熱フィンからなり、送風ファン２の前面及び上面を取り囲むような形状を有している
。例えば熱交換器３は、送風ファン２の前方側に位置する第１熱交換器と、第１熱交換器
の上側において接続されており、上端側が後方へ傾斜した第２熱交換器と、第２熱交換器
に上側で接続されており、後方下側へ傾斜した第３熱交換器とを有している。そして、こ
れら３つの熱交換器には冷媒が連続して流れるようになっている。
【００１３】
　冷媒配管４は、熱交換器３に接続されており、例えば屋外に設置された室外機との間で
冷媒の流通を行うものである。冷媒配管４は、例えば室内機１の幅方向（矢印Ｙ方向）に
延びた形状を有しており、一端側を基点として回転可能に取り付けられている。また、冷
媒配管４は、背面ケース１０の裏面側（据付板ＭＰ側）であって、風路壁１３の下部に形
成された空間である配管収納部１０ｘに配置されている。
【００１４】
　枠体５は、筐体を形成するものであって、背面ケース１０にネジ等を用いて固定されて
いる。この枠体５は、背面ケース１０に取り付けられたケース本体５ａと、ケース本体５
ａの上部に取り付けられ、空気の吸込口５ｘが形成された上部パネル５ｂと、ケース本体
５ａの下部に取り付けられ、熱交換器３において熱交換された調和空気を吹き出す吹出口
５ｙが形成された吹出パネル５ｃとを備えている。ケース本体５ａの上側は開口しており
、下側には吹出パネル５ｃを挿入するための穴が形成されている。上部パネル５ｂは、ケ
ース本体５ａにおける上部の開口に取り付けられるものであり、空気の吸込口５ｘとなる
開口が例えば網目状に形成されている。吹出パネル５ｃは、ケース本体５ａの下部に設け
られた穴に取り付けられており、吹出口５ｙが形成されている。この吹出口５ｙには上下
風向調整板（フラップ）８が回動可能に配置されており、上下風向調整板８は吹出口５ｙ
から吹き出される調和空気の風向きを調整する。
【００１５】
　前面パネル６は、ケース本体５ａの前面側に取り付けられた意匠パネルであって、例え
ばケース本体５ａに対し開閉可能に取り付けられている。電気品箱７は、室内機１の動作
を制御するための回路基板等が収容されたものであって、例えば枠体５の一方の側壁側に
収容されている。
【００１６】
　次に、図１から図３を参照して、室内機１の動作例について簡単に説明する。まず、送
風ファン２が駆動すると、上部の吸込口５ｘから空気が吸い込まれる。吸い込まれた空気
は熱交換器３において冷媒との間で熱交換され、冷気または暖気となった調和空気が生成
される。その後、室内機１の下側から熱交換器３において生成された空調空気は、上下風
向調整板８により方向が調整され吹出口５ｙから室内へ送風される。
【００１７】
　ここで、上述した室内機１は、背面ケース１０が壁に取り付けられた状態において、内
部の冷媒配管４が露出するように、背面ケース１０の下部が取り外し可能な構造を有して
いる。具体的には、図４は図１の室内機における下部背面ケース１２を取り外した状態を
示す斜視図である。なお、図４（ａ）は室内機を前面から見た斜視図であり、図４（ｂ）
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は室内機を背面から見た斜視図である。図４に示すように、背面ケース１０は、上部背面
ケース１１と、上部背面ケース１１の下部に着脱可能に取り付けられた下部背面ケース１
２とを有している。上部背面ケース１１は据付板ＭＰに取り付けられることにより、室内
の壁面に取り付けられる。すなわち、室内の壁面には据付板ＭＰが固定されており、据付
板ＭＰの上部にはフックＭＰａが設けられている。一方、上部背面ケース１１の上端には
フックＭＰａを係合する係合部１０ｆが設けられている。そして、係合部１０ｆとフック
ＭＰａとが係合することにより、室内機１全体が据付板ＭＰに取り付けられて室内の壁面
に設置される。
【００１８】
　図５は図１の室内機における背面ケースの一例を示す斜視図、図６は図１の室内機にお
いて下部背面ケースが取り外された状態を示す断面図であり、図５及び図６を参照して背
面ケース１０について詳細に説明する。下部背面ケース１２は、背面ケース１０の下面１
０Ｕと、下面１０Ｕの端部から上部背面ケース１１側へ延び、背面ケース１０の側壁１０
Ｓの一部を構成する下部側壁１０Ｓｂとを有している。
【００１９】
　すなわち、背面ケース１０の側壁１０Ｓは、上部背面ケース１１側に形成された上部側
壁１０Ｓａと、下部背面ケース１２側に形成された下部側壁１０Ｓｂとを組み合わせて構
成されている。したがって、下部背面ケース１２が取り外された際には、背面ケース１０
の下面１０Ｕのみならず、両端の下部側壁１０Ｓｂも同時に取り外されることになる。図
７は図４の室内機において冷媒配管を露出させた様子を示す平面図である。図７に示すよ
うに、下部背面ケース１２が取り外されることにより、下部背面ケース１２の下面１０Ｕ
及び側壁１０Ｓの一部が取り除かれ、内部の冷媒配管４を回転させて露出させることがで
きる。
【００２０】
　さらに、図５の背面ケース１０の風路壁１３は、上部背面ケース１１側に設けられた上
部風路壁１３ａと、上部風路壁１３ａの下端に接続され、下部背面ケース１２側の下面１
０Ｕ上に設けられた下部風路壁１３ｂとを備えている。そして、下部風路壁１３ｂの裏面
側に配管収納部１０ｘが形成されており、配管収納部１０ｘに冷媒配管４が収容される。
よって、下部背面ケース１２が上部背面ケース１１から取り外された際、下部風路壁１３
ｂも同時に取り外される。したがって、下部風路壁１３ｂが取り外された際には、冷媒配
管４の周辺に作業用スペースが設けられることになる。また、下部風路壁１３ｂの上端に
は上部背面ケース１１側の上部風路壁１３ａとの接合部位にフランジ部１３ｆが形成され
ている。フランジ部１３ｆを用いて上部風路壁１３ａを覆うことにより、上部風路壁１３
ａと下部風路壁１３ｂとの接続部分から空気が漏れるのを防止することができる。
【００２１】
　この下部背面ケース１２は、下部側壁１０Ｓｂの上端において上部背面ケース１１に係
止され着脱可能に取り付けられている。図８は図５の背面ケースの側壁における上部背面
ケースと下部背面ケースとの取付部位を示す図である。なお、図８（ａ）は背面ケースの
右側の取付部位を示す斜視図、図８（ｂ）は背面ケースの左側の取付部位を示す斜視図、
図８（ｃ）は、背面ケースの取付部位の断面図をそれぞれ示している。
【００２２】
　図８において、下部側壁１０Ｓｂの上端には、下部側壁１０Ｓｂの内側に向かって突出
した爪部２１が設けられている。一方、上部側壁１０Ｓａの下端には、爪部２１が挿入さ
れ係止される係止片２２が設けられている。そして、両方の側壁１０Ｓにおいて、爪部２
１が係止片２２に係止されることにより、上部背面ケース１１に下部背面ケース１２が固
定される。また、取り外す際には、下部側壁１０Ｓｂに内側へ力が加えられることにより
、爪部２１が係止片２２から外れて、下部背面ケース１２が上部背面ケース１１から取り
外される。
【００２３】
　このように、上部背面ケース１１と下部背面ケース１２との係止構造が側壁１０Ｓの内
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側に形成されていることにより、下部背面ケース１２が上部背面ケース１１に取り付けら
れた際、両者の継ぎ目に段差が生ずることなく一体のごとく結合されるため、室内機１の
意匠性を保つことができる。
【００２４】
　図９及び図１０は図１の室内機の設置時の作業の様子を示す斜視図であり、図９及び図
１０を参照して、室内機１が壁に据え付けられ配管作業が行われる過程について説明する
。まず、図９（ａ）に示すように、据付板ＭＰのフックＭＰａに室内機１の係合部１０ｆ
が係止される。この際、室内機１全体が所定の角度だけ傾けた状態でフックＭＰａが係合
部１０ｆに挿入される。次に、図９（ｂ）のように、下部背面ケース１２の下部側壁１０
Ｓｂに両側から力が加えられ撓ませることにより、爪部２１が係止片２２から外れ、上部
背面ケース１１から下部背面ケース１２を取り外す。すると、背面ケース１０の下部及び
両側壁１０Ｓの一部が取り外され、下部及び両側壁１０Ｓ側から冷媒配管４への作業が可
能な状態になる。この際、下部風路壁１３ｂも取り除かれた状態にあるため、冷媒配管４
の配管作業を行う際に広い作業スペースが確保される。
【００２５】
　その後、図１０（ａ）のように、解放された空間を用いて冷媒配管４と図示しない延長
配管とを接続させる作業が行われる。この際、作業者は冷媒配管４を回転させ、室内機１
の外部へ露出するように移動させる。特に、側壁１０Ｓの一部も取り除かれているため、
図１０（ｂ）のように、冷媒配管４が約１８０度回転させて配管接続作業を行うこともで
きる。そして、配管作業が完了した後、冷媒配管４が室内機１内に収容され、取り外した
下部背面ケース１２が室内機１に取り付けられる（図１参照）。
【００２６】
　上記実施形態によれば、下部背面ケース１２を取り外した際に背面ケース１０の下面１
０Ｕのみならず両側の下部側壁１０Ｓｂが開放されることにより、室内の壁面に据付後に
下部背面ケース１２を取り外せば冷媒配管４を回転させ露出させることができる。このた
め、室内機１を据付板ＭＰを支点に上側に持ち上げることなく、配管接続作業を行うこと
ができる。また、冷媒配管４を室内機１の下方に引き出すことで、作業者は室内機１の斜
め下から覗き込むことなく冷媒配管４の接続作業を行うことができるため、作業性を向上
させることができる。
【００２７】
　図１１は従来の室内機における配管作業の様子を示す斜視図である。図１１に示すよう
に、従来の室内機５０において、背面ケース１０の配管収納部１０ｘは下面と左右両面が
閉じて形成され、背面方向のみ解放されている。そのため、配管作業をする際、係合部１
０ｆが据付板ＭＰのフックＭＰａに引っ掛けられたまま、フックＭＰａを支点として室内
機１の背面を斜めに浮かせて配管収納部１０ｘを解放させる必要がある。そのため、作業
時は作業者のうち１人が室内機を支え、もう１人の作業者が配管接続作業をしなければな
らず、２人作業になるため作業に手間がかかる。
【００２８】
　一方、上記実施形態の室内機１においては、下部背面ケース１２を取り外すことにより
、配管収納部１０ｘの下面１０Ｕ及び左右の下部側壁１０Ｓｂが解放される。すると、作
業者は配管作業をする際に、室内機１を斜めに支える必要がなくなるため、作業者が１人
で冷媒配管４の接続作業を行うことができる。
【００２９】
　さらに、引越し等において室内機１が据付板ＭＰ（壁面）から取り外す場合にも、作業
者は下部背面ケース１２を取り外した後に所定の配管作業を行うことにより、取外し作業
を行う際の作業スペースが確保された状態で作業を行うことができる。よって、取り外し
作業についても作業効率を向上させることができる。
【００３０】
　また、風路壁１３が上部背面ケース１１側の上部風路壁１３ａと、下部背面ケース１２
側の下部風路壁１３ｂとに分割されている場合、下部背面ケース１２を取り外した際に、
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下部風路壁１３ｂも取り外されることになる。その結果、冷媒配管４に対し配管作業を行
う際の作業空間が広がるため、室内機１の前面側にもスペースができるため、更に配管作
業の作業性を向上させることができる。
【００３１】
　さらに、上部背面ケース１１と下部背面ケース１２とが、側壁１０Ｓの内側において着
脱可能に係止されていることにより、下部背面ケース１２が上部背面ケース１１に取り付
けられた際、両者の継ぎ目に段差が生ずることなく一体のごとく結合されるため、室内機
１の意匠性を保つことができる。
【００３２】
　本発明の実施形態は、上記実施形態に限定されない。例えば図８において、下部背面ケ
ース１２が爪部２１と係止片２２とにより着脱可能に取り付けられる場合について例示し
ているが、室内機１が据付板ＭＰに取り付けられた状態で下部背面ケース１２が上部背面
ケース１１から取り外せる構造を有するものであればその構造を問わない。例えば上部背
面ケース１１側に爪部２１が設けられ、上部背面ケース１１側に係止片２２が設けられて
いてもよいし、ネジ等を用いて着脱可能に取り付けられていてもよい。
【００３３】
　また、図５において風路壁１３が上部風路壁１３ａと下部風路壁１３ｂとに分割されて
いる場合について例示しているが、上部背面ケース１１側にすべての風路壁１３が形成さ
れており、下部背面ケース１２が風路壁１３の下端を支持するように配置されたものであ
ってもよい。この場合であっても、冷媒配管４は背面ケース１０の下側及び側壁側から回
転させ露出させることが可能であるため、図１１の従来の室内機５０に比べて配管作業の
作業性を向上させることができる。
【００３４】
　さらに上記実施形態の下部背面ケース１２において、下面１０Ｕの両端から下部側壁１
０Ｓｂが延びている場合について例示しているが、例えば冷媒配管４の曲がる方向側等の
一方の端部にのみ下部側壁１０Ｓｂが延びるように形成されたものであってもよい。
【符号の説明】
【００３５】
　１　室内機、２　送風ファン、３　熱交換器、４　冷媒配管、５　枠体、５ａ　ケース
本体、５ｂ　上部パネル、５ｃ　吹出パネル、５ｘ　吸込口、５ｙ　吹出口、６　前面パ
ネル、７　電気品箱、８　上下風向調整板、１０　背面ケース、１０Ｓ　側壁、１０Ｓａ
　上部側壁、１０Ｓｂ　下部側壁、１０Ｕ　下面、１０ｆ　係合部、１０ｘ　配管収納部
、１１　上部背面ケース、１２　下部背面ケース、１３　風路壁、１３ａ　上部風路壁、
１３ｂ　下部風路壁、１３ｆ　フランジ部、２１　爪部、２２　係止片、５０　室内機、
ＭＰ　据付板、ＭＰａ　フック。
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